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をお買い上げいただきまして、ありがと

うございます。この取扱説明書をよくお

読みの上、正しくお使いください。

読み終わった後は、大切に保管してくだ

さい。
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はじめに

■正確な計測のために

■機能と目的

センサの寿命は、使用頻度、ガス濃度、水分などによって大きく左右されます。一

般的にO2センサは約１～２年で交換時期を迎えます。センサは使用していなくても、

大気にはさらされた状態ですので、自然に消耗していきます。

HT-1200Ｎはこんな機能をもっています。
・排ガス中のガス分析　Ｏ２

・CO２の計測（演算）
・排ガス中の温度計測、周囲温度の計測（オプション）
・燃焼効率・排ガス損失の計算（演算）

次のような目的でご利用いただけます。
・オイル・ガスバーナの燃焼管理
・温水、蒸気等の各種ボイラのメンテナンス
・焼却炉の環境分析
・ガラス炉、溶融炉等の各種工業炉の熱管理計として
・ガスエンジン、コージェネレーション設備の排ガス管理、メンテナンス
・その他、油やガスを燃焼する設備の排ガス、熱管理計測用に幅広く利用できます。

正確な計測を行うために、1年に1度は必ずホダカ㈱ CS 係に校正を依頼

してください。
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℃O2

この度は、当社製品をご購入いただき誠にありがとうございます。

お受取りの際には、下記製品のセット内容をご確認ください。　　　　　　　　　　　　

■標準品内訳（１セットあたり）

　・HT-1200N 本体

　・サンプリングプロープ
　・AC アダプタ
　・キャリングケース
　・ソフトケース
　・スターフィルター ( スペア用 )

　・取扱説明書

　・試験成績書
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安全上のご注意
この計測器を正しくお使いいただくために、この項は必ずお読みください。

この取扱説明書には安全にお使いいただくために、いろいろな絵表示をしています。

その表示の意味は次のようになっています。内容をよく理解してから本文をお読みください。

危険 警告 注意
人が死亡または重傷を

負う恐れが高い内容を

示しています。

人が死亡または重傷を

負う恐れがある内容を

示しています。

人がけがをしたり、財産に

損害を受ける恐れがある

内容を示しています。

一般的
な禁止

接触
禁止

必ず
行う

使用上の

アドバイス

危　険

警　告

この計測器は、弊社供給の電源のみご

使用いただけます。それ以外の電源を

使用した場合は、本体内部のバッテ

リーが引火する恐れがります。引火し

た場合は、消火器で消火してください。

プローブの先端は尖っています。身

体に危害を及ぼす恐れがありますの

で、注意してください。

この機器は防滴、防水ではありませ

ん。結露、浸水等で過熱や発煙する

可能性があります。

この計測器は防爆認定品ではありませ

ん。

危険地帯での使用は避けてください。

計測中に本体から排気されるガスには

毒性が含まれますので、排気や換気を

十分に行いながら使用してください。

計測終了後、新鮮な空気を十分に通し、

プローブを冷却してください。冷却し

ないうちは、火傷をすることがありま

す。また、プラスチック等の熱に弱い

ところに置くとプローブの余熱でいた

めることがあります。

ドレンポットに溜まる水分（ドレン

水）は僅かに酸性になっていること

があります。皮膚にドレン水が触れ

た場合、即座に洗い流してください。

また目に入らないように注意してく

ださい。

プローブの金属管や他の金属部品・ア

クセサリーは、電気の導線として使用

しないでください。
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注　意

ゼロ校正は必ずプローブの煙道から抜

き、新鮮な空気を吸引してください。

排ガスを吸引してのゼロ校正はセンサエ

ラーを引き起こします。

HT-1200N は煙道中のガスの計測だけ

を目的としてご使用ください。

計測器は長期間作動させずに保管してい

ても、バッテリーは放電してしまいます。

そのまま放置し、完全に放電してしまっ

た場合、充電しても電源ランプが点灯せ

ず、充電する事が出来なくなる場合があ

りますので、使用していなくても、3 週

間に 1 回は必ず作動確認をし、充電を

行ってください。
この計測器は、直火をあてたり、高熱の

熱付近では使用しないでください。 この計測器は、水中や水に濡れた状態で

は使用しないでください。
この計測器を放り投げたり、落としたり

しないでください。

アルコール化合物（有機溶剤、ガソリン、

アルコール、ニス等）が蒸発したものは、

計測器のセンサに影響を及ぼしますの

で、計測器の近くには置かないでくださ

い。

絶対に分解・改造等を行わないでくださ

い。

計測中はドレンポット内にたまった水は

こまめに取り除いてください。又、ドレ

ン水は僅かに酸性となっておりますので

ご注意ください。

プローブや温度センサは許容温度範囲を

超え使用しないでください。プローブや

温度センサが壊れることがあります。

計測終了後は新鮮な空気でのパージを行

いドレンポット内の水分を除去し、ス

ターフィルターが汚れていたり、水分を

含んでいる場合は交換してください。

3 週間に 1 度は、使用していなくても必

ず作動させてください。長期作動させず

に保管しているとセンサに異常がでる場

合があります。

高温、多湿な場所での保管は避けてくだ

さい。
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各部の名称と働き

※印はオプションです。

排ガス入り口
電源ランプ

AC アダプタ
接続口

周囲温度センサ接続口
PC インターフェイス

プリンタ用
赤外線発信部

シリコンホースを接続し、
排ガスを導入します。

周囲温度センサを接続します。

AC アダプタを接続
します。

パソコン用ケーブルを接続
します。

本体上部図

7

ESC

P

電源 ON/OFF キー

ESC キー スクロールキー

プリンタキー

エンターキー

ESC

P

：　計測器
　  ON/OFF

：　プログラム操作中に
　  エンターキーとして
　  使用

：　プログラム
　  操作中の値の
　  カーソル移動

：　プリントスタート

：　中断、前のメニュー
　  に戻る

タッチパネルキー

排ガス排出口

吸引した排ガスを
ここから排出します。

本体下部図

計測中に本体から排気されるガスには毒性が含まれます

ので、排気や換気を十分に行いながら使用してください。

タッチパネルキー

周囲温度センサ※

画面

プローブ

プローブ用コーン

ドレンポット

補償導線※

サンプリングホース 熱電対用コネクタ※

周囲の温度を測る
センサです。

（白金測温抵抗
PT2000 Ω)

排ガスを吸引します。
先端には温度センサ※

がついています。

プローブの挿入長・
挿入径を調整します。

排ガスを冷やし、
排ガス中の水分、
ゴミを取り除き
ます。

温度センサと計測
器をむすびます。 排ガスを本体内部へ

送ります。

＊周囲温度（シュウイ）
は、燃焼効率や排ガス損
失等の温度が関係する演
算に使用します。オプショ
ンで選択されていない場
合は、ゼロ校正中にプロー
ブ先端の排ガス温度セン
サ（ハイガス）で計測し
た温度が周囲温度（シュ
ウイ）として使用され、
次のゼロ校正までは、そ
の値が固定されます。
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操作の前に
■各部の確認

①ホース類・周囲温度センサ

（オプション）をしっかりと

差し込む。

④プローブに反射板を取り付ける。（反射板はオプションです）。

煙道などからの輻射熱によりプローブのグリップが溶ける可能性

がある場合にご使用下さい。

右図のように、プローブに取付け、サイドのネジで固定してご使

用ください。

③AC アダプタは

ホダカ支給のものですか？

オプションです。

反射板が熱くなっている可能性がありますので、ネジを回す際はやけどに十分ご

注意ください。熱くなっている場合はマイナスドライバーをご使用ください。

①矢印部のネジを反時計回りに回し、

ネジを緩めます。

③矢印方向に奥までしっかりはめ込みます。

■プローブチューブの脱着
②プローブチューブ側の突起をプローブハンドルに

はめ込みます。

④ネジを時計回りに回します。最後までしっかりネジ

を回してください。ネジの締めがゆるい場合、漏れが

起こり、正しく計測できない場合があります。

①メタルワッシャー

②シリコンワッシャー
プローブチューブ側には、①メタルワッシャーと

②シリコンワッシャーが 取り付けられています。

プローブチューブを脱着する際は、これらのワッシャーも

必ず取り付けてください。

9

プローブチューブ脱着式プローブ（オプション）の場合

②ホースに亀裂や穴がないですか？

ドレン水は僅かに酸性となっておりますので、ご注意下さい。

また、そのまま放置されますと危険ですので、水で洗い流して下さい。
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操作の仕方－基本編
1 バッテリーを充電する

ｼﾞｭｳﾃﾞﾝﾁｭｳ

75.3％

AC アダプタを接続すると左記画面になります。

AC アダプタを接続している間は、バッテリーの充電率が画面に表示

されます。

バッテリーは充電率が 100.0％になると電源ランプが約 16 秒ごとに

点滅します。（100.0％以下は電源ランプが点灯したままです。）

充電率 0.0％から 100.0％までの充電時間は約 12 時間です。

バッテリーを充電する場合は、十分に放電させた後に充電する

ことをお勧めします。できるだけ継ぎ足し充電はしないでくだ

さい。バッテリーでの稼働時間が減少する可能性があります。

HT-1200N は２種類の電源が選択できます。

１　内蔵の充電バッテリーのみで使用できます。（最大で連続約 8 時間使用可能）

２　AC アダプタを接続して使用できます。

             AC アダプタ（AC100V　50/60Hz　DC12V　100ｍA）

AC アダプタは本体付属の専用 AC アダプタ（HT1301）しか使用できません。

電源について

Saving energy
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２　スタートする

ｾﾞﾛｺｳｾｲ

ﾌﾟﾛｰﾌﾞﾊﾌﾚｯｼｭｴｱｰ
ｦｷｭｳｲﾝｼﾃｸﾀﾞｻｲ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑｾﾝﾀｸ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　1
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ　2

ＨＯＤＡＫＡ

ＨＴ-1200Ｎ

ＨＴ-1200Ｎ

：　電源 ON

自動的に進みます。

自動的に進みます。

：次画面へ進みます。

ゼロ校正は必ずプローブを煙

道から抜き、新鮮な空気を吸

引してください。排ガスを吸

引しての校正はセンサ不良が

発生します。

約２秒

約３秒

約 20 秒

ｾﾞﾛｺｳｾｲ
ｼﾊﾞﾗｸｵﾏﾁｸﾀﾞｻｲ

自動的に進みます。

：黒いカーソルが移動します。

：燃料選択後、決定します。

自動的に進みます。

: 次画面へ進みます。

約 30 秒で画面下の黒い部分が減っていきます。

メインメニューの画面に

変わります。

右上の電池マークは充電

残を 6 段階で表示します。

メインメニューの画面で

約 20 分間放置しておく

と、切り忘れ防止のため

に自動的に電源が切れる

auto-off 機能がついて

います。

燃料の種類

13A・６C・ＬＰＧ・

灯油・軽油・Ａ重油・

Ｃ重油・ペレット

ﾊｲｶﾞｽｹｲｿｸ

ｾﾞﾝｶｲﾉｹｲｿｸﾃﾞｰﾀ

ｻｲｺｳｾｲ

ﾂｷﾞﾉﾒﾆｭｰ

13A
6C
LPG
ﾄｳﾕ

13A
CO2max: 12.2%

約５秒

約 15 秒

約 15 秒

：黒いカーソルが移動します。

：プログラム１、２選択後、決定します。

  プログラム１、２の違いはあらかじめ＜６　計測項目の変更＞

  ＜14　O2 アラームの設定をする＞で設定したデータの違いに

  なります。
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操作の仕方－基本編
３　計測を開始する

13

４　終了する

ESC

プローブを計測口から出し、大気を吸わせます。

排ガス画面の値が正常値に戻ったことを確認し

ます。

：メインメニューへ戻ります。

：電源ボタンを押し、終了します。

計測器内に排ガスが残っている場合は、下記のメッセージが表示されます。

その場合は、そのまま大気を吸引させてください。

ｾﾝｻﾉﾊｲｷ

5.6%

OFFｷ ：ーﾃﾞﾝｹﾞﾝOFF

ESC

ESC

ESC

：　黒いカーソルが移動します。

：　ハイガスケイソク選択後、決定します。

：　ページの切替

プローブを計測口へ挿入し、計測を行います。

排ガス計測中に　　　　

ポンプ Off の時　　　  

ポンプ On の時　　　　

ポンプ Off の時　　　　

：ポンプ Off（温度計測は続行します）

：ポンプ On（再び排ガス計測を行います）

ｘ2 回でメインメニューに戻ります。

ｘ１回でメインメニューに戻ります。

これがメインメニュー画面です。

これが排ガス計測画面です。

ﾊｲｶﾞｽｹｲｿｸ

ｾﾞﾝｶｲﾉｹｲｿｸﾃﾞｰﾀ

ｻｲｺｳｾｲ

ﾂｷﾞﾉﾒﾆｭｰ

ｵﾝﾄﾞG       24.8℃

O2　　　　　20.9％

CO2　　　　　0.0％　

ｵﾝﾄﾞA　 　　25.5℃

* ｵﾝﾄﾞG = 熱電対

* ｵﾝﾄﾞA = 周囲温度
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操作の仕方－応用編
５　データの保存・プリントアウト

プリントアウトにはオプション

HT1610（赤外線プリンタ）が必要です。

ｵﾝｽｲｵﾝﾄﾞ／ｽﾓｰｸ

ｵﾝｽｲｵﾝﾄﾞ　　65℃

ｽﾓｰｸ　　　1：　　0
ｽﾓｰｸ　　　2：　　1
ｽﾓｰｸ　　　3：　　1
ｱﾌﾞﾗﾌﾞﾝ　　　ｱﾙ

ｲﾝｻﾂ
ﾎｿﾞﾝ
ｷｬﾝｾﾙ

ｵﾝﾄﾞG       24.8℃

O2　　　　　20.9％

CO2　　　　　0.0％　

ｵﾝﾄﾞA 　　　25.5℃

ESC

15

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　1
25．12.´06．06：17
P1 保存済のデータ上に保存することも可能ですが、

前のデータは消えてしまいます。

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　1

　ﾐｼﾖｳ

左記画面は現在保存中のデータ画面です。

左記画面は現在未保存のデータ画面です。

データは 100 データまで保存可能です。

：保存場所の変更

：保存

６　計測項目の変更

７　前回の計測値

ESC

: 排ガス計測画面の状態で　　と　　を同時に３秒間押し続けま

す。

黒いカーソルが出てきます。

：カーソルの移動

：変更終了後、　　と　　を同時に押すと、カーソルが消え計測

画面に戻ります。

計測中に ESC キーで、計測を中断した後に、前回の中断時の

計測値を見ることができます。

：黒いカーソルが移動します。

：メインメニュー内のゼンカイノケイソクデータ選択後、決定

します。

：ページの切替

：＜５　データの保存・プリントアウト＞へ進みます。

一度電源を切ると、前回の計測データはキャンセル

されますのでご注意ください。

ﾊｲｶﾞｽｹｲｿｸ

ｾﾞﾝｶｲﾉｹｲｿｸﾃﾞｰﾀ

ｻｲｺｳｾｲ

ﾂｷﾞﾉﾒﾆｭｰ

ｵﾝﾄﾞG       24.8℃
O2　　　　　20.9％
CO2　　　　　0.0％　
ｵﾝﾄﾞA 　　　25.5℃

ｵﾝﾄﾞG       24.8℃
O2　　　　　20.9％
CO2　　　　　0.0％　
ｵﾝﾄﾞA 　　　25.5℃

ｵﾝﾄﾞG       24.8℃
O2　　　　　20.9％
CO2　　　　　0.0％　
ｵﾝﾄﾞA 　　　25.5℃

：計測項目の変更

：排ガス計測画面から次の画面へ進みます。

左画面は＜13　範囲の設定＞のプリントジニインジシマスカ？

で Yes の設定の場合のみ表示されます。

温水ボイラ等の温度を一緒に保存できます。

：数値を変更します。

必要の無い場合は＜13　範囲の設定＞のプリントジニインジシ

マスカ？で No にしてください。

：次画面へ進みます。

左画面は＜13　範囲の設定＞のプリント

ジニインジシマスカ？で Yes の設定の場

合のみ表示されます。

スモークテスタでサンプルしたスモーク

スケール No.・アブラブンの有無が一緒

に保存できます。

：数値を変更します。

必要の無い場合は＜13　範囲の設定＞のプリントジニインジシ

マスカ？で No にしてください。

：次画面へ進みます。

：印刷を開始します。

：保存画面へ進みます。

：メインメニュー画面へもどります。

アブラブンとは

スモークテスタ

でサンプルした

時にフィルター

ペーパーに付着

した未燃の燃料

のことです。

ESC
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操作の仕方－応用編
８　再校正する

：黒いカーソルが移動します。

：サイコウセイを選択後、決定します。

再校正は必ずプローブを煙道から抜き、新鮮な空気を吸引して

下さい。排ガスを吸引しての校正はセンサエラーが発生します。

＜再校正とは＞

長時間使用した後や、高濃度のガスを吸引した後に、センサに

ガスが残留し、ゼロ点が０にならず数％残ることがあります。

この時には再校正の操作で、センサの校正を行ってください。

ﾊｲｶﾞｽｹｲｿｸ

ｾﾞﾝｶｲﾉｹｲｿｸﾃﾞｰﾀ

ｻｲｺｳｾｲ

ﾂｷﾞﾉﾒﾆｭｰ

ｾﾞﾛｺｳｾｲ

ｼﾊﾞﾗｸｵﾏﾁｸﾞﾀﾞｻｲ

9　保存データを見る

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾉﾋｮｳｼﾞ
ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮ
ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ　HT=>PC

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ
ｼﾖｳ：　　　　   1
ﾐｼﾖｳ：　　     99
ﾄｰﾀﾙ：　　    100

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾒﾆｭｰ
ｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｰﾀ     
O2　ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ 

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      1  *
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ 　　 2
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　 　 3
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　　　4

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ     
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ  1
25.12.´06. 06:17
P1

：黒いカーソルが移動します。

：メインメニュー内にあるホゾンデータメニューを選択後、

  決定します。

：黒いカーソルが移動します。

：ホゾンデータノヒョウジを選択後、決定します。

：次画面へ進みます。

＊は保存済の印です。

：黒いカーソルが移動します。

：保存済のデータを見ることができます。

：次画面へ進みます。

：＜5　データの保存・プリントアウト＞へ進みます。ｵﾝﾄﾞG       24.8℃
O2　　　　　20.9％
CO2　　　　　0.0％　
ｵﾝﾄﾞA 　　　25.5℃

左端に P1が表示されたデータは、プログラム１で保存したデータで、
右端に P2 が表示されたデータは、プログラム２で保存したデータと
なります。

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ      1  *
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ 　　 2
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　 　 3
ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ　　　4

：黒いカーソルが移動します。

：ヒトツノデータまたはスベテノデータを選択後、決定します。

  ヒトツノデータを選択すると＜画面 10-２＞へ進みます。

  スベテノデータを選択すると全データ消去後＜画面 10-1＞へ

  戻ります。

：黒いカーソルが移動します。

：消去するデータを選択後、決定します。

連続で消去することが可能です。

ﾄﾞﾉﾃﾞｰﾀｦ
ｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ？
ﾋﾄﾂﾉﾃﾞｰﾀ
ｽﾍﾞﾃﾉﾃﾞｰﾀ

ｺﾉﾃﾞｰﾀｦ
ｼｮｳｷｮｼﾏｽ

画面 10-２

10　データの消去

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾉﾋｮｳｼﾞ
ﾃﾞｰﾀﾉｼｮｳｷｮ
ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ　HT=>PC

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ？

ｲｲｴ
ﾊｲ

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀ
ｼﾖｳ：　　　　   1
ﾐｼﾖｳ：　　     99
ﾄｰﾀﾙ：　　    100

画面 10-1

：黒いカーソルが移動します。

：データノショウキョを選択後、決定します。

：次画面へ進みます。

：黒いカーソルが移動します。

：ハイを選択後、決定します。
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操作の仕方－応用編
11　データの転送

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾉﾋｮｳｼﾞ
ﾃﾞｰﾀﾉｼｮｳｷｮ
ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ　HT=>PC

ﾃﾞｰﾀﾃﾝｿｳ　HT=>PC

ﾃﾞｰﾀｼｮｳｷｮｼﾏｽｶ？

ｲｲｴ
ﾊｲ

：黒いカーソルが移動します。

：データテンソウ　HT=>PC を選択後、決定します。

保存データをパソコンヘ転送中

左記画面の“42”は転

送するデータ数です。

ﾃﾞｰﾀｦPCﾍ

ﾃﾝｿｳｼﾏｽｶ？

ﾊｲ

ｲｲｴ

42
ﾃﾞｰﾀｦ
PCﾍ

ﾃﾝｿｳｼﾏｽ

画面 11-1

ハイを選択する場合は

Online View 2000

取扱説明書を参照して

ください。

ハイを選択した場合全

てのデータが消去され

ます。

計測ソフト Online View 2000( オプション )

が必要です。　

HT2094（RS232 通信ケーブル付）

HT2084（RS232 通信ケーブル・USB 変換ケーブル付）

：ハイを選択後、決定します。

：次画面へ進みます。

：ハイまたはイイエを選択後、決定します。

＜画面 11—１＞へ戻ります。
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12　日時の設定をする

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾒﾆｭｰ
ｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｰﾀ
O2ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ

ﾆﾁｼﾞﾉｾｯﾃｲ
ﾊﾝｲﾉｾｯﾃｲ
ｻｰﾋﾞｽ

ﾋﾂﾞｹ　　　　　ｼﾞｶﾝ
　　　　　　▲
25.12.´06　06:41:15
　　　　　　▼

ﾋﾂﾞｹ　　　　　ｼﾞｶﾝ
　　　　　　
25.12.´06　06:41:15
　　　　　　

：黒いカーソルが移動します。

：セッテイメニューを選択後、決定します。

：黒いカーソルが移動します。

：ニチジノセッテイを選択後、決定します。

：カーソルが表示されます。

：カーソル表示後は、押すたびにカーソルが移動します。

：数字を変更します。

：上の画面へ戻り、設定終了です。

左記画面を例にすると

2006 年 12 月 25 日

6 時 41 分 15 秒

ESC

・日付は西暦で入力してください。

・日付部分を年、月、日の順に変

更すると「テイキテンケンのジキ

デス」の表示が出ますので、必ず、

日、月、年の順にしてください。
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操作の仕方－応用編
13　範囲の設定をする

ﾆﾁｼﾞﾉｾｯﾃｲ
ﾊﾝｲﾉｾｯﾃｲ
ｻｰﾋﾞｽ

ｶﾞﾒﾝｺﾝﾄﾗｽﾄ
　　　　　　▲
ｺﾝﾄﾗｽﾄ　　　31％
　　　　　　▼

ｶﾞﾒﾝﾋｮｳｼﾞ
　　　　　　
ﾍﾟｰｼﾞ　　　 4

　　　　　　▲

　　　　　　▼

　　　　　　▲

　　　　　　▼

ﾋｮｳｼﾞｷﾘｶｴ
　　　　　　 
　　　　　Japanease 
　　　　　　 

：黒いカーソルが移動します。

：ハンイノセッテイを選択後、決定します。

：計測画面のページ数を設定します。

：次画面へ進みます。

：＜画面 13-１＞へ戻り、設定終了です。

画面 13-1

ESC

ESC

ESC

ここでは次の項目の設定が可能です。

　①コントラストの調節　　②計測画面のページ数　　③言語表示　日本語／英語

　④温水温度　プリントアウト時の印字　　⑤スモーク No. プリントアウト時の印字

ﾌﾟﾘﾝﾄｼﾞﾆｲﾝｼﾞｼﾏｽｶ？
　　　　　　▲
ｵﾝｽｲｵﾝﾄﾞ　　NO
　　　　　　▼

ﾌﾟﾘﾝﾄｼﾞﾆｲﾝｼﾞｼﾏｽｶ？
　　　　　　▲
ｽﾓｰｸNo. 　　NO
　　　　　　▼

：プリントアウト時に印字するかを設定します。

：コントラスト画面へ進みます。

：＜画面 13-1＞へ戻り、設定終了です。

温水温度は計測項目にはありません。プリントアウト時に一緒に

印字するのみです。

スモーク No. は計測項目にはありません。プリントアウト時に一

緒に印字するのみです。

ESC

ESC

：コントラストを調整します。

：次画面へ進みます。

：＜画面 13-１＞へ戻り、設定終了です。

：表示を日本語と英語のどちらかを設定します。

：次画面へ進みます。

：＜画面 13-１＞へ戻り、設定終了です。

：プリントアウト時に印字するかを設定します。

：次画面へ進みます。

：＜画面 13-1＞へ戻り、設定終了です。
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1４　Ｏ２アラームの設定をする

：黒いカーソルが移動します。

： Ｏ２アラームセッテイを選択後、

　決定します。

： 黒いカーソルが移動します。

：数値を設定します。
　　又は　　を 1 回押すと 0.1 ずつ増減し、

　押し続けると 1.0 ずつ増減します。

　－・－はＯ２アラームをＯＦＦにします。

: ＜画面 14-1＞へ戻り、設定終了です。

設定値以下になるとア

ラーム音がなります。

画面 14-1

ESC

ﾎｿﾞﾝﾃﾞｰﾀﾒﾆｭｰ
ｾｯﾃｲﾒﾆｭｰ
ﾒﾝﾃﾅﾝｽﾃﾞｰﾀ
O2ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ

O2ｱﾗｰﾑｾｯﾃｲ

ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ1　　　 10.0
ﾌﾟﾛｸﾞﾗﾑ2　　　　5.0

工場出荷時は、プログ

ラム 1,2 共に -・- の

設定になっています。

メインメニュー内マップ
メ
イ
ン
メ
ニ
ュ
ー
画
面

排ガス計測

前回の計測データ

再校正

次のメニュー

保存データの表示

データ消去

データ転送

日時の設定

範囲の設定

サービス※1

画面コントラスト

画面表示

表示切替

（温水温度）印字

（スモーク No.）印字

保存データメニュー

設定メニュー

メンテナンスデータ※2

Ｏ２アラーム設定

サービスについては、使用しないでください。設定を変更されますと、故障の　　　

原因となります。万が一間違えてサービスを選択した場合は、すぐに ESC キー　　

を押してください。

メンテナンスデータについては、ユーザー様では必要のない項目です。

※１

※２
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計算式
計側、演算項目

計算式

13A

６C

LPG

灯油

軽油

A 重油

C 重油

ﾍﾟﾚｯﾄ

12.04

4.89

25.90

12.15

11.90

11.37

10.88

4.63

 

10.95

4.08

23.90

11.37

11.15

10.68

10.25

4.63

     9940

4050

22350

10570

10280

10160

9750

4200

12.2

13.1

13.8

15.1

15.4

15.8

16.0

20.3

Kcal/Nm3

Kcal/Nm3

Kcal/Nm3

Kcal/kg

Kcal/kg

Kcal/kg

Kcal/kg

Kcal/kg

GO

Nm3
AO

Nm3

Calp

kcal/Nm3  or kg
CO2Max

GO：理論排ガス量　AO : 理論空気量　Calp : 低位発熱量　CO2Max : 各燃料の CO2 最大値  　

燃料データ

計測項目　　　　　　　　　　　単位

O2

温度 （K 熱電対）（オプション）

温度（Pt2000Ω）（オプション）

[％]

[℃]

[℃]

※　周囲温度・排ガス温度より演算

[％]

[％]

[％]

演算項目　　　　　　　　単位

CO2

燃焼効率※

排ガス損失※

空気比 ー

空気比（λ）  ＝

排ガス損失　＝

燃焼効率　　＝

CO2　　　  ＝

20.9

20.9—排ガス中の O2

（GO ＋（λ—1）×AO）×0.33×（排ガス温度（T）－周囲温度（ｔ））×100

Calp

100—排ガス損失

CO2Max. ×(20.9—排ガス中の O2 )

20.9

※地域により燃料データが異なる場合がありますので、演算により算出されるデータに誤差が生じる場合があります。

※S分（イオウ分）を多く含む燃料の燃焼ガスを測定する場合、実際の露点は計算式より算出されたデータと異なる

　場合があります。
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製品仕様

計測項目

演算項目※３

燃料

センサ

本体

標準装備

* 標準プロ

ーブはどち

らか１つ

オプション

ポンプ、パソコン用インターフェース（ＲＳ232）

データロガ（100 データまで記憶可能）、赤外線プリンタ用インターフェース

ＡＣアダプタ、サンプリングプローブ、ドレンポット、キャリングケース、ソフトケース、スターフィルター

計測範囲

精度

分解能

応答時間

計測範囲

精度

分解能

計測範囲

精度

分解能

0 ～ CO2Max　（O2 からの演算）

1.0 ～ 50.0

0 ～ 100%　（Ｋ熱電対、Pt2000Ω使用時のみ）

0 ～ 100%　（Ｋ熱電対、Pt2000Ω使用時のみ）

ガルバニ電池

Ｋ熱電対

白金測温抵抗体　　　Pt2000Ω

作動時：0℃ ～ ＋45℃　　保管時：－20℃ ～ ＋60℃

ドットマトリックス　4 行表示（4 項目同時表示）

（W×H×D） 80 × 150 × 35 mm

約 350g

AC アダプタ（AC100V  50/60Hz  DC12V 100mA）

内蔵ニッカド充電電池（最大で連続約 8 時間作動）

温度なし

温度：0 ～ 650℃

温度なし

温度：0 ～ 650℃

温度なし

温度：0 ～ 650℃

0 ～ 20.9vol%

±0.2vol%

0.1vol%

10 秒以内

0 ～ 650℃　

0 ～ 1100℃ （プローブチューブによる）

±1℃または計測値の ±1％（０～ 650℃）※1

計測値の ±２%（650.1 ～ 1100℃）

0.1℃　（0 ～ 999.9℃）　１℃（1000 ～ 1100℃）

0 ～ 100℃

±1℃

0.1℃

型式 HT-1200Nホダカテスト
R

O2

酸素濃度

温度Ｇ（Ｋ熱電対）

温度Ａ

（Pt2000Ω）※2

CO2

燃焼空気比

排ガス損失

燃焼効率

13A、 6C、 LPG、 灯油、 軽油、 A 重油、 C 重油、 ペレット

O2

温度 G

温度 A

許容周囲温度

ディスプレイ

外形寸法

重量

電源

本体に内蔵

付属品

部品名

サンプリングプローブ/HT-1200N

サンプリングプローブ（排ガス温度センサ付き）/HT-1200NT

排ガス用プローブ

ロングプローブ

サンプリングプローブ

Ｌ型プローブ

Ｌ型プローブ

部品コード

ＨＴ-1229DS

ＨＴ-1006SS

HT-1235DS

HT-1001AS

HT-1238DS

HT-1006LS

仕様、その他

L=180mm φ5 / ドレンポット付

L=180mm φ5 / ドレンポット付

L=690mm φ6 / ドレンポット付

L=300mm φ6 / ドレンポット付

L=120mm φ5 / ドレンポット付

L=120mm φ5 / ドレンポット付

＊1：精度はどちらか値の大きい方が適用されます。

＊2：オプションの周囲温度センサ使用時の仕様となります。

＊3：地域により燃料データが異なる場合がありますので、演算により算出されるデータに誤差が生じる場合がありま

　　  す。　



Ȩɕȵɥɱ ᴜ׀

ɕɫɶɔɍɱɇɩ

ɕɫɶɔɍɱɇɩ

ɕɫɶɔȿɣɶɔ ɕɫɶɔɍɱɇɩGS,61/0@

ɕɫɶɔȿɣɶɔ Ȫȷ ↓ȹɱȳ̂ǔ

↓ ɕɫɶɔ

↓ɕɫɶɔ

ᶪק ↓ȹɱȳ

Ẇ ȠȾɕȽ

ȠȽɁȵɣȯɶȷ

ȻɓɆ QR121 ͬȯɶɔɩ̂

ȻɓɆ QR121 ͬȯɶɔɩɵTRAẀ ȯɶɔɩ̂

Ẇ ɕɨɱȽ

ɕɨɱȽ ɫɶɩ

ᴜȱɶɇ

GS,61/0@R

GS,6120

GS,6121

GS,6122

GS,0140`

GS,0141`

GS,0142`

GS,0143`

GS,0144`

GS,0145`

GS,0146`

GS,0271

GS,0210

GS,0207

GS,0204

GS,1/83

GS,1/73

GS,050/

GS,0525

˿ ƲǤǵ̀

əɶȷ . ɇɪɱɛɁɆ̂

<07/ Ʊ�- 4
<64/ Ʊ�- 5
<64/ Ʊ�- 7

�- 2¥02/K+ / 84/ħ+ ̱ . ̱ ↓

�- 0-4¥02/K+ / 84/ħ+ ̱ . ̱ ↓

�- 2¥02/K+ / 3//ħ+ ̱ . ̱ . ᴜ ƲϼᾞḌ

02/K+ / 3//ħ+ .ː . ̱ . ̱ ↓ƲɏɇɩḌ

�- 3¥02/K+ / 54/ħ+ . ̱ . ̱ ↓

/ 34/ħ+ ↓Ʊ ̂

/ 07/ħ+ ɏȢɕ .ɕɪɶɆ ↓ƱȭɧɱɕḌ

/ 0//ħƲ ̱ ↓

/ 0//ħ

0// 13/U

Ƞɩɝ Ʊᾋ 24/¥35/¥044Ʊ 1-8

Nmkhmd Uhdv 1/// ẲNRƱVhmcnvr6.7-0.0/

Nmkhmd Uhdv 1/// ẲNRƱVhmcnvr6.7-0.0/

ɫɶɩ ¥0ƱӴ2ˏ 3Ή̂ǔ

4ɫɶɩ

↓ / 54/ħ

↓ / 54/ħ

↓ / 00//ħ

ᾍ

Os1///��
Os1///��
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ɟɁȹɶȶʝ
ȹɱȳ ᶿǵ ₡Ǔ ǏȐȓȅǠƳ

ȦɱȽɶȫɶș ǞǭǖǧǜǋƳ

Ҳ ǲȹɱȳ ᶿǵ

⁫ȿȥɁȭǓ ỒǜȓƲ

ֺȹɱȳǵ ᶿǓ ǜȓȅǠƳ

ᶿǲ ₡ǓǉȒḹֻǶ

ĝ ĞǓ ǜȓȅǠƳ

ǰȓǒ0ǫȫɶș ǞǭǖǧǜǋƳ

ǲ ȆȅǠƳ

ƞ ș ǠȒḹֻǶȦɱȽɶȫɶș ǞǭǖǧǜǋƳ

Ⱥɫ ♥Ʋ ǲ ǞȅǠƳ

ƞП ǠȒḹֻǶ ȫɶș ǞǭǖǧǜǋƳ

Ⱥɫ ♥ƲЋǭǵȹɱȳǵ ᶿǲ ₡ǓǱǘȓǷ ǲ

ǞȅǠƳ

ǚǵ ̸ș ᶥ ȑ Ǟǭȉ Ǔ ǏǱǋḹֻǶȹɱȳ ₡Ǔ

ǏȐȓȅǠǵǮəȾȩɹȳɶɑȷȹɱȽɶǿǛ ǖǧǜǋƳ

>—>•>•>–

>™>•>š>»>ž>¼>»

>š>¼>˜>š>»>ž>¼>»>Ÿ>‹>‘
>M>0�	�	>v>v>v>v>k>T

>œ>»>™��>¡>¼>»>•> �"

ĝ ĞǓ ʴǮ ǏȒḹֻ

ǓǉȑȅǠƳ

ǤǵḹֻǶǰȓǒʝǫȫɶ

ș Ǟǭ ǲ ȚǮǖ

ǧǜǋƳǤǵ♥ȦɱȽɶ

ȫɶș ǠǯƲȺɫ ♥Ʋ

ǲ ǞȅǠƳ

ɎɁɄɨɶǵ ᶿṶ̌ʤǞǭǋȅǠƳ

Ϲ ǞǭǖǧǜǋƳ

Ѽᶥǵ ȏȑƲ ɴ ȅǦǶ̓ Ǔ0/// ș

ǏȅǞǦƳ șǑҿȈǞȅǠƳ

DRBȫɶș Ǡǯ ₡ǵ ǿ ȑȅǠƳ ǮǶǉȑȅǢ

ȚǵǮƲǛ̓ ǋǦǧǋǭȉᵂ ǉȑȅǢȚƳ

̱К ǵ ↓Ṷ̌ǋ ǮǠƳ

̱ș ǒǖǠȒǒƲ ǒǋḹ ǿ ҲǞǭǖǧǜǋƳ

̱К ǵ ↓Ǔ ǋ ǮǠƳ

̱ș Ǟǋḹ ǿ ҲǞǭǖǧǜǋƳ

ȹɱȳК ǲȪȷǓ ǪǭǋȒ ǮǠƳ

NM.NEEȫɶș Ǡǯ ǶўȓȅǠǓƲȹɱȳǵ ₡ǲ

ǫǱǓȒּזȓǓǉȑȅǠǵǮƲӦѝǲ Ǳ șט╠ǞǦ♥Ʋ

șўǪǭǖǧǜǋƳ

ͪ

̸Ҳʴǵ ↓Ʊ Ʊ /ħ 34ħ

ͪ ʴǵ ↓Ʊ ƱĚ1/ħ 5/ħ

̓ ǞǱǋḹֻǵͪ

ƨ ̱ș ̓ ǞǱǋḹֻǮȉƲ ǲʝ↓Ƕⱳǡ̸Ҳ ǞƲƱϹ ș Ǫǭǖǧ

ǜǋƳƱ ᶅǶ̸ҲǜǢǡǲͪ ǞǭǋǭȉƲɎɁɄɨɶǶ ǞǭǋȅǠƳǤǵȅȅ

ǞƲὈЋǲ ǞǭǞȅǪǦḹֻƲϹ Ǟǭȉ ɧɱɕǓ ǢǡƲϹ ǠȒǚǯ

ǓǮǔǱǋḹֻǓǉȑȅǠƳȉǞƲὈЋ ǞǭǞȅǋƲϹ ǠȒǚǯǓǮǔǱǖǱǪǦ

ḹֻǶƲ ǒǱ ǯדǪǦȐ O -15 ǵƼϹ șǠȒǚǯǓǮǔǱǋƽșȅǡǛ ǖ

ǧǜǋƳǤȓǮȉ̸ҲǞǱǋḹֻǶȳɶɑȷȹɱȽɶǿǛ ԁǖǧǜǋƳ

ƨ₡ǲˏ ǞǦ ǲǑǋǭǖǧǜǋƳ

ͪ
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Ȩɕȵɥɱ ᴜ׀

ɕɫɶɔɍɱɇɩ

ɕɫɶɔɍɱɇɩ

ᴜȱɶɇ

GS,6124

GS,6121

GS,6122

GS,0141`

GS,0142`

GS,0143`

GS,0144`

GS,0145`

GS,0146`

GS,0271

GS,0210

GS,0207

GS,0204

GS,1/73

GS,050/

GS,0525

<4// Ʊ�- 5
<64/ Ʊ�- 5
<64/ Ʊ�- 7

�- 0-4¥02/K+ / 84/ħ+ ̱ . ̱ ↓

�- 2¥02/K+ / 3//ħ+ ̱ . ̱ . ᴜ ƲϼᾞḌ

02/K+ / 3//ħ+ .ː . ̱ . ̱ ↓ƲɏɇɩḌ

�- 3¥02/K+ / 54/ħ+ . ̱ . ̱ ↓

/ 34/ħ+ ↓Ʊ ̂

/ 07/ħ+ ɏȢɕ .ɕɪɶɆ ↓ƱȭɧɱɕḌ

/ 0//ħƲ ̱ ↓

/ 0//ħ

0// 13/U

Ƞɩɝ Ʊᾋ 24/¥35/¥044Ʊ 1-8

Nmkhmd Uhdv ẲNRƱVhmcnvr6.7-0.0/

ɫɶɩ ¥0ƱӴ2ˏ 3Ή̂ǔ

4ɫɶɩ

↓ / 54/ħ

↓ / 54/ħ

↓ / 00//ħ

˿ Ƕ ǵǦȈƲ˔ף ǖẀ ǠȒǚǯǓǉȑȅǠƳĦ ↓ǲǫǔȅǞǭǶ ȪȷșḨ ǯǞǭǑȑȅǠƳ

ɕɫɶɔȿɣɶɔ ɕɫɶɔɍɱɇɩGS61/0@R

ɕɫɶɔȿɣɶɔ Ȫȷ ↓ȹɱȳ̂ǔ

↓ ɕɫɶɔ ᾍ

Os1///��

Os1///��
↓ɕɫɶɔ

ᶪק ↓ȹɱȳ

Ẇ ȠȾɕȽ
ȠȽɁȵɣȯɶȷ

ȻɓɆ QR121 ͬȯɶɔɩɵTRAẀ ȯɶɔɩ̂

Ẇ ɕɨɱȽ

ɕɨɱȽ ɫɶɩ

˿ ƲǤǵ̀

əɶȷ . ɇɪɱɛɁɆ̂GS,61/0@R


